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(百万円未満切捨て)

１．2020年12月期第３四半期の連結業績（2020年１月１日～2020年９月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2020年12月期第３四半期 21,857 △27.2 1,419 △48.6 909 △60.1 △32 －

2019年12月期第３四半期 30,038 △18.3 2,764 △25.0 2,277 △27.2 1,513 △25.1
(注) 包括利益 2020年12月期第３四半期 △32百万円( －％) 2019年12月期第３四半期 1,513百万円( △25.1％)

　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2020年12月期第３四半期 △1.38 －

2019年12月期第３四半期 62.12 61.88
　

　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2020年12月期第３四半期 67,482 21,973 32.4

2019年12月期 68,512 22,840 33.2
(参考) 自己資本 2020年12月期第３四半期 21,886百万円 2019年12月期 22,718百万円
　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2019年12月期 － 0.00 － 30.00 30.00

2020年12月期 － 0.00 －

2020年12月期(予想) 10.00 10.00
(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 有

2020年12月期(予想)期末配当金の内訳 普通配当５円00銭 記念配当５円00銭（創業30周年記念配当）
配当予想の修正につきましては、本日（2020年11月13日）公表しました「業績予想、配当予想の修正及び繰延税
金資産の取崩しに関するお知らせ」をご参照ください。

３．2020年12月期の連結業績予想（2020年１月１日～2020年12月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 30,667 △22.7 1,889 △40.2 1,211 △51.4 191 △88.7 7.98
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有

連結業績予想の修正につきましては、本日（2020年11月13日）公表しました「業績予想、配当予想の修正及び繰
延税金資産の取崩しに関するお知らせ」をご参照ください。

　　



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無
　

　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　

　

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2020年12月期３Ｑ 24,361,000株 2019年12月期 24,361,000株

② 期末自己株式数 2020年12月期３Ｑ 382,259株 2019年12月期 281,559株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2020年12月期３Ｑ 23,984,192株 2019年12月期３Ｑ 24,360,941株

　
　

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
１．業績見通し等の将来に関する記述
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると

判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業
績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあた
っての注意事項等については、添付資料３ページ「1．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想など
の将来予測情報に関する説明」をご覧ください。

２. 決算説明資料の入手方法
決算説明資料は、TDnet及び当社ホームページにて同日開示しております。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間（2020年１月１日～2020年９月30日）における当社グループの属する不動産業界では、

新型コロナウイルス感染症拡大の影響による景況感の悪化に伴って、オフィスの移転や新規成約を一時的に見合わ

せる状況が続いており、需要の先行きに懸念があります。また、首都圏の中古マンションの需要は、緊急事態宣言

解除後、徐々に回復してきているものの、アセットタイプによりその回復動向にバラつきが見られるなど、今後の

不動産市況の先行き不透明感が高まっております。

日本銀行が発表した銀行の不動産業向け貸出残高の動向によれば、2020年６月末時点における不動産業向け貸出

残高は83.7兆円（前年同月比4.3％増）となり、19四半期末連続で過去最高を更新するなど、不動産業に対する融資

額は拡大しているものの、個人向けの新規貸出額は前年同期比18.9％減少するなど、個人に対する融資環境は引き

続き厳しい状況が続いております。

首都圏の中古マンション市場では、2020年８月の成約件数が前年同期比18.2％増加し、１都３県における地域別

の成約件数も全ての地域で前年同月比増加するなど、新型コロナウイルス感染症拡大の影響から徐々に回復してお

ります。今後の需要は、雇用・所得環境の改善や住宅ローン減税が2021年度以降も延長されるかなどの動向に注視

する必要があります。

このような事業環境の中、当社グループでは主力である不動産売買事業を中心に一棟賃貸マンション、一棟オフ

ィスビル、及び区分所有マンションの販売を進めて参りました。緊急事態宣言期間中は、投資家やエンドユーザー

並びに不動産仲介会社の外出自粛や移動制限により販売件数が大きく減少するなどの影響を受けましたが、緊急事

態宣言解除後は、投資家の様子見姿勢も緩和され徐々に需要の回復がみられました。

投資用不動産の販売状況は、引き続き、海外投資家の渡航制限などで販売件数は前年同期比並びに感染症拡大前

の水準まで回復しておりませんが、居住用不動産の売上高は前年同期間を上回るなど感染症拡大前の水準に回復し

ております。仕入においては、新型コロナウイルスの感染症拡大の影響が長期化することを見据え、手元資金の充

実や在庫水準の低減を図り、財務健全性を高める方針としたことにより、販売時の採算性を重視した仕入を引続き

行っております。

以上の結果、当第３四半期連結累計期間は、売上高は218億57百万円（前年同期比27.2％減）、営業利益は14億19

百万円（同48.6％減）、経常利益は９億９百万円（同60.1％減）、親会社株主に帰属する四半期純損失は繰延税金

資産の取崩しによる法人税等調整額の計上により32百万円（前年同四半期は15億13百万円の親会社株主に帰属する

四半期純利益）となりました。

セグメントごとの経営成績は、次のとおりであります。

（不動産売買事業）

不動産売買事業におきましては、投資用不動産の販売が109件（前年同期比81件減）、平均販売単価は136百万

円（同10.5％増）となり、売上高は148億31百万円（同36.6％減）となりました。また、居住用不動産の販売は

109件（同６件減）、平均販売単価は42百万円（同19.8％増）となり、売上高は46億14百万円（同13.6％増）とな

りました。

以上の結果、売上高は195億48百万円（前年同期比29.1％減）、セグメント利益（営業利益）は16億42百万円

（同41.5％減）となりました。

（賃貸その他事業）

賃貸その他事業におきましては、不動産賃貸収入が22億48百万円（前年同期比7.7％減）となりました。

以上の結果、売上高は23億９百万円（前年同期比6.9％減）、セグメント利益（営業利益）は８億67百万円（同

4.7％減）となりました。

（注）「投資用不動産」は、一棟賃貸マンション及び一棟オフィスビル等の賃貸収益が発生する物件を購入者が

主に投資用として利用する不動産として区分し、「居住用不動産」は、区分所有マンションを中心に購入

者が居住用として利用する不動産として区分しております。

（２）財政状態に関する説明

当第３四半期連結会計期間末における財政状態は、資産が674億82百万円（前期比1.5％減）、負債が455億９百万

円（同0.4％減）、純資産は219億73百万円（同3.8％減）となりました。
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資産の主な減少要因は、現金及び預金が９億36百万円減少した他、繰延税金資産の取崩しによるものでありま

す。

負債の主な減少要因は、社債が３億71百万円減少したことによるものであります。

純資産の主な減少要因は、親会社株主に帰属する四半期純損失の計上により利益剰余金が32百万円減少し、配当

の支払により利益剰余金が７億22百万円減少したことによるものであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2020年12月期の通期連結業績予想につきましては、新型コロナウイルス感染症拡大による影響を合理的に算定す

ることが困難であったため、未定としておりましたが、現時点で入手可能な情報及び予測等に基づき業績予想を算

定いたしましたので公表いたします。

また、2020年12月期の配当予想につきましても未定としておりましたが、業績予想の合理的な算定が可能となっ

たため、配当予想も公表いたします。 詳細につきましては、本日別途公表いたしました「業績予想、配当予想の修

正及び繰延税金資産の取崩しに関するお知らせ」をご参照下さい。

なお、本資料に記載されている業績予想に関する記述は、本資料の発表日現在における将来に関する前提・見通

し・計画に基づく予想であり、リスクや不確定要素を含んでおります。実際の業績は、当社グループの事業を取り

巻く経済環境、市場動向等の様々な要因により、記述されている業績予想とは大きく異なる可能性があります。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2019年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2020年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 13,708 12,771

売掛金 23 30

販売用不動産 49,887 50,077

仕掛販売用不動産 147 110

その他 611 273

貸倒引当金 △10 △7

流動資産合計 64,367 63,256

固定資産

有形固定資産

建物 1,592 1,878

減価償却累計額 △394 △385

建物（純額） 1,197 1,492

土地 1,790 1,712

その他 180 300

減価償却累計額 △100 △79

その他（純額） 80 220

有形固定資産合計 3,068 3,425

無形固定資産 83 82

投資その他の資産

繰延税金資産 777 330

その他 167 342

投資その他の資産合計 944 673

固定資産合計 4,096 4,181

繰延資産 48 45

資産合計 68,512 67,482
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2019年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2020年９月30日)

負債の部

流動負債

買掛金 467 337

短期借入金 2,236 2,564

1年内償還予定の社債 1,154 810

1年内返済予定の長期借入金 6,950 7,508

未払法人税等 414 406

賞与引当金 34 77

工事保証引当金 41 35

その他 887 770

流動負債合計 12,185 12,511

固定負債

社債 3,225 3,197

長期借入金 29,393 28,938

退職給付に係る負債 89 98

その他 777 762

固定負債合計 33,486 32,997

負債合計 45,671 45,509

純資産の部

株主資本

資本金 2,552 2,552

資本剰余金 2,475 2,475

利益剰余金 17,914 17,158

自己株式 △223 △300

株主資本合計 22,718 21,886

新株予約権 122 86

純資産合計 22,840 21,973

負債純資産合計 68,512 67,482
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2019年１月１日
　至 2019年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2020年１月１日
　至 2020年９月30日)

売上高 30,038 21,857

売上原価 24,821 17,965

売上総利益 5,217 3,892

販売費及び一般管理費 2,453 2,472

営業利益 2,764 1,419

営業外収益

雇用調整助成金 － 23

受取利息及び配当金 1 1

受取手数料 13 12

違約金収入 21 14

不動産取得税還付金 1 4

その他 9 9

営業外収益合計 48 66

営業外費用

支払利息 467 512

支払手数料 43 36

その他 23 28

営業外費用合計 535 576

経常利益 2,277 909

特別利益

固定資産売却益 － 2

新株予約権戻入益 5 38

特別利益合計 5 40

特別損失

固定資産売却損 － 1

固定資産除却損 － 10

特別損失合計 － 11

税金等調整前四半期純利益 2,283 939

法人税、住民税及び事業税 841 525

法人税等調整額 △71 446

法人税等合計 770 972

四半期純利益又は四半期純損失（△） 1,513 △32

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主
に帰属する四半期純損失（△）

1,513 △32
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2019年１月１日
　至 2019年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2020年１月１日
　至 2020年９月30日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） 1,513 △32

四半期包括利益 1,513 △32

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 1,513 △32
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（追加情報）

（新型コロナウイルス感染症の感染拡大の影響に関する会計上の見積りについて）

新型コロナウイルス感染症の感染拡大は、社会経済活動に大きく影響を与える事象であり、当社グループの事業活

動にも影響を及ぼしております。第２四半期連結累計期間末においては、緊急事態宣言の解除後は、それまで停滞し

ていた不動産投資家の需要が回復し、第３四半期以降の当社の営業活動も徐々に回復すると仮定しておりましたが、

実際の不動産投資家の需要の回復は想定よりも遅れており、第４四半期以降緩やかに需要が回復すると仮定を変更し、

販売用不動産の評価や繰延税金資産の回収可能性等の会計上の見積りを行っております。

上述の仮定のもと、当第３四半期連結累計期間末における繰延税金資産の回収可能性を検討した結果、繰延税金資

産の一部を取崩しました。

なお、新型コロナウイルス感染症の感染拡大による不動産売買市場への影響は不確実性が高いため、上記状況に変

化が生じた場合には、将来における当社グループの財政状態、経営成績に影響を及ぼす可能性があります。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

前第３四半期連結累計期間(自 2019年１月１日 至 2019年９月30日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結損益
計算書計上額

(注)２不動産売買事業 賃貸その他事業 計

売上高

外部顧客への売上高 27,559 2,479 30,038 － 30,038

セグメント間の内部売上高
又は振替高

41 － 41 △41 －

計 27,600 2,479 30,080 △41 30,038

セグメント利益 2,808 910 3,718 △953 2,764

(注)１.セグメント利益の調整額△953百万円は、主に一般管理費等の各報告セグメントに配賦されない全社費用であ

ります。

２.セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

当第３四半期連結累計期間(自 2020年１月１日 至 2020年９月30日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結損益
計算書計上額

(注)２不動産売買事業 賃貸その他事業 計

売上高

外部顧客への売上高 19,548 2,309 21,857 － 21,857

セグメント間の内部売上高
又は振替高

18 19 37 △37 －

計 19,566 2,328 21,895 △37 21,857

セグメント利益 1,642 867 2,510 △1,090 1,419

(注)１.セグメント利益の調整額△1,090百万円は、主に一般管理費等の各報告セグメントに配賦されない全社費用で

あります。

２.セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　


